
第３章 各機能の整備計画① 

１ 高機能ホール 

・新たな 3 館体制の構築（高機能ホール、市民ホール、教育文化会館大ホール）～さっぽろ芸術文化の館はその機能を引継ぎ閉館 

(1) 役割：①札幌の舞台芸術の振興への寄与 ②ライブ・エンターテインメントの拠点 ③他の機能との連携 
(2) 運用の基本方針：①札幌の舞台芸術の育成・発信 ②匏用者の却いやすさへの配慮 
(2) 運用の基本方針：③収捍性の確保と市ড়匏用に配慮した厄স体揀 ④アートセンター・都心にふさわしい図書館との連携  
(3) 事業展開：自主事業、貸館事業、提携事業 

２ アートセンター 

(1) 役割：アート資産（もの・こと・ひと）それぞれの質を高めるとともに、これら相互の連携をコーディ 
ネートしていくアートマネジメントの展開 

(2) 取組：①創造的な事業を企画・調整・運営し、成果を公開 ②アートマネジメントを担う人材を育成 
(1) 役割：③アーティストの活動を支援 ④市ড়の文化芸術活動を支援 ⑤文化芸術施策検討のための調査・研究  
(3) 機能及び想定事業：①企画・調整・運営機能・・・・・・・・文化芸術とのふれあい 等 
(3) 機能及び想定事業：②アートマネジメント人材創出機能・・・アートマネジメント人材創出 
(3) 機能及び想定事業：③活動支援機能 ・・・・・・・・・・・活動、相談支援 等 
(3) 機能及び想定事業：④情報収集・発信機能 ・・・・・・・・アートアーカイブ 等 
(3) 機能及び想定事業：⑤調査研究機能 ・・・・・・・・・・・実態把握、事業評価 等 

３ 都心にふさわしい図書館 

(1) 役割：①札幌のྟৡ発信 ②役য়つ情報の提供 ③都心の知的空間 
(2) 機能：①情報収集・閲覧機能 ②展示・プレゼンテーション機能 ③調査相談・情報支援機能 ④高機能ﾎｰﾙ・ｱｰﾄｾﾝﾀｰとの連携 

（仮称）市民交流複合施設整備基本計画 概要版    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 整備目標と方針、基本機能 
 
 
 

 

■方針１ 
高水準かつ大規模な舞台芸術をはじめとする、さまざまな分野の公演が可能な場を創り出し、札幌の舞台芸術の振興、
質の向上を図る 

⇒高機能ホール 
 

 

 

■方針２ 
さまざまな札幌の文化芸術資産を活かすマネジメントや、それを担う人材の育成、アーティストの活動支援、市ড়等
への文化芸術情報の提供等を通して、札幌の文化芸術を支え、育てていく 

⇒アートセンター 
 

 

 

■方針３ 
札幌のྟৡを捱える資厄をはじめ、掓広い分野にわたढて資厄・情報を収集・提供することにより、৘ড়मुधेり、
৏਼の਼৻やব内ਗのযञठに札幌のྟৡを஫えるとともに、৘ড়の஘رऩણ৿ऋ௹ऊに広ऋるेअ支ରする 

⇒都心にふさわしい図書館 
 

  

■方針４ 
णの੦ম機能のਘいৼ൩৴௚ध઱ਝの஍૨৓ઈ৷を図るとともに、઱ਝਹ৷঻にधढてのਹ೶ਙ、඿ిਙधわऊگ
りやすさを確保する 

⇒屋内広場等 

 

第１章 計画の目的、位置づけと構成 

 １ 計画の目的と位置づけ 
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＜他の関連する計画等との関係＞ 

２ 計画地の概要 

 

 

 

 

ْ勾１厬勽１ഛ目ඌ区の勶捵ٓ 

・敷地面積：約 11,600 ㎡ 
・用ಥ地挦等：叏業地挦（卣積厾 800％、建हい厾 80％）、

拌ౌ地挦、๺区場整備地区、一部風致地区（創
成川上風致地区） 

１ 整備目標 

・札幌における多様な文化芸術活動の中心的な拠点であるとともに、多くの人が卦及する場とすること 
・高質な芸術文化に触れられるとともに、さまざまな都市文化を育む場とすることを目指し、環境に配慮しつつ市ඌ地卭開発事業によるড়間

施設との複合化のメリットも活かしながら、主に次の活動を展開できる場と機会を確保  
 ○ 触 れ る  ○ 創 り だ す  ○ 発 信 す る  ○ 知 る、学 ぶ  ○ 支 え る  

２ 整備方針と基本機能等 

  
創世 1.1.1 区 

北 1 条西 1 丁目街区 
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（仮称）市民交流複合施設整備基本計画（仮称）市民交流複合施設整備基本計画（仮称）市民交流複合施設整備基本計画（仮称）市民交流複合施設整備基本計画 

 

（仮称）市民交流複合施設基本計画 
（Ｈ20.10） 

 

 

都心まちづくり戦略（Ｈ23.1） 

札幌市文化芸術基本計画（Ｈ21.3） 

 

 

第２次札幌市図書館ビジョン 

（Ｈ24.1）

 

都心まちづくり計画（Ｈ14.6） 

創造都市さっぽ

ろ・国際芸術祭

実行委員会 

（Ｈ24.7） 

 

創造都市さっぽろ 
（sapporo ideas city）

宣言（Ｈ18.3） 
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第４章 施設配置① 
 １ 施設配置の方針                     ２ 各施設・諸室間の関係性 

 

 
■ 匏用者にとढて、わかりやすい動線計画 

■ 匏用者৊厨のৗたな卦及をেみ出す空間配置 

■ ড়間施設との相拳捓果を発มできるような配置 

■ さまざまな匏用形態に柔軟に対応できる諸室配置 

■ 捌য়的な運営と一体的運用を厥য়する捓厾的な配置計画 

■ 各施設は施設全体の導入部となる屋内広場に面して配置    ■ 各諸室は屋内広場から奥へと性質の変化に応じて配置 

■ 各施設の類似諸室・重複諸室などを集約           ■ 事勲室、会৮室等の拻৶諸室の厗用 

第３章 各機能の整備計画② 
 

 機  能 必要な諸室 想定する規模 

 高機能ホール 主舞台・舞台周り、約 2,300 席の客席、エントランスロビー、ホワイエ、楽屋、練習室、倉庫等 約 30,000 ㎡ 

 アートセンター 情報・相談コーナー、オープンスタジオ、ギャラリーホール、資厄庫等 

約 6,000 ㎡ 
 都心にふさわしい図書館 総合案内、展示・プレゼンテーションエリア、書架・閲覧スペース、レファレンスコーナー等 

 
関連機能 

① 屋内広場 

 ② サービス機能：カフェ・レストラン、託児所等 

 合  計  約 36,000 ㎡ 

４ その他共通施設       ５ 各機能に必要な諸室と想定規模 

＜各施設・諸室間の関係性（イメージ）＞ 

̎฀

＜施設配置イメージ＞ 

○ 基本機能を支える関連機能の役割 

３つの基本機能は、各ر捌য়したものではなく、匏用者のニー६

や企画事業に対応して相互が連携し一体的に運営していくことや、

運営の捓厾性確保が重要؛匏用者にとढては、個別施設に至るわか

りやすい動線が確保され、さらには、それぞれの目的を果たすだけ

ではなく豊かな時間を過ごす場があることも、質の高い都市文化を

ᅿ成するうえでは勘可ಳ؛ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第４章 施設配置② 
 ３ 空間構成 

■ 市ড়卦及複合施設全体の導入部となる屋内広場を南側に配置 

■ 1 階から上ಽ階にষくにしたがい、また、屋内広場から奥になるにしたがい、場の性質が変化するようにゾーニング 

■ アートセンター、都心にふさわしい図書館は１階及び２階に配置 

■ 大空間となる高機能ホールは３階以上に配置 

【施設配置構成】 

̏฀

地下１階                1 階                   ２階                   ３階  

４階                  ５階                   ６階                  ７～９階   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 建築計画上の配慮 
１ 建築計画上の೏意点 

 

 

 

 

 

 
２ 動線計画 

主要動線は、最大 2,300 人のホール掺客及びアートセンター、図書館の匏用者が安全か
つ快適にアॡセスできるよう複包の移動手掀を設けることで、厝分な挥拡能ৡを確保 

 

■ ల勵の機能厷ఌに対応可能な自厩২の確保 
今後 50 ফを捪えるশ勡に据り却用する施設となるため、整備にあたढては、ల勵の匏用形態の変

化に柔軟に対応できる建築物としておくことが重要 
・シンプルな平面形状とすることでレイアक़ト変ಌの自厩২を高める 

・つくり込みすぎない仕上げ、建築意匠とすることで、コストを抑えるとともに用ಥ変ಌ等を卣ಔにする 

■ ঘニংーサルデ२インによるၴもが匏用しやすい施設づくり 
多くの人が卦及する場となる本施設では、ၴもが匏用しやすい施設づくりが重要 
・ၴもが匏用しやすい環境の整備 
・わかりやすい案内表示 

■ 安全かつ快適に移動でき視覚的にも明快な「掺客・匏用者動線」 

■ 掺客・匏用者動線と卦჻しない捌য়した「出演者・スタッフ動線」 

■ శ拤時の安全かつ৞ෟな避難を可能とする「避難動線」 

■ 搬出入の手間や時間を最小限に抑える「搬出入動線」 

第６章 事業化の概要 
 １ 想定スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 
２ 想定事業費 

約 270 億（市費約 257 億、ব費（卦厏স）約 13 億） 
※ 想定事業費は設計单業৐の概厊厀であり、今後、変ಌになる可能性があります؛ 

H27年度 H28年度 H29年度H30年度

市民交流
複合施設

H24年度 H25年度 H26年度

※参考

北1西1
再開発事業

都市計画

決定

組合設立

認可

権利変換

計画認可

着工 竣工
基本計画 実施設計基本設計

都市計画手続き

工 事

施設計画の検討

整備基本計画策定

運営計画の検討 開設準備

着工 竣工工 事

環境影響評価手続き

供

用

開

始

～ 観客・利用者動線イメージ ～ ～ 避難動線イメージ ～ 

̐฀

※ 運営計画の検討にあたढては、施設匏用のയ勺、捓厾的な運営に最大限配慮するものとする؛ 


